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● 今回補正する会計の補正予算額 

 

補正予算を計上する会計は、一般会計（２事業 うち拡充１事業、繰越明許費１事業）

です。 

 

補正予算を計上する会計 
補正号数

（回数） 
今回の補正予算額 

一般会計 第３号 △103 万 7 千円 

 

 

● 一般会計 

１．補正予算の概要 

今回の補正は、３歳未満児の保育料について第２子以降の無償化対象を拡大する事業、

萩循環まぁーるバスの車両更新に係る経費を追加する事業を計上するものです。 

 

２．補正予算額 

補正前の予算額 補正予算額 補正後の予算額 

313 億 8,895 万 7 千円 △103 万 7 千円 313 億 8,792 万円 

 

３．補正予算額の財源手当 

歳入項目 補正予算額 備 考 

分担金及び負担金 △941 万 8 千円 負担金 

県支出金 894 万円  

繰入金 △175 万 9 千円 基金繰入金 

市債 120 万円  

合 計 △103 万 7 千円  
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４．歳出予算の事業内容 

 
【予算説明書７ページ 児童措置費・児童福祉施設費】 

（担当課：子育て支援課） 

 

子育て世帯の経済的負担の軽減を図り、安心して子どもを産み育てられる環境づくり

を推進するため、令和６年９月から第２子以降に係る３歳未満児の保育料について、所

得制限や同時入所要件を廃止し、無償化の対象者を拡大します。 

 

  制度概要： 

  ＜現行＞ 

   第２子 第３子以降 

第１子が就学前 第１子が小学生以上 第１子が就学前 第１子が小学生以上 

国 
保護者負担あり 

（半額） 

保護者負担あり 

（全額） 
無償 

保護者負担あり 

（半額） 

萩市 無償 
保護者負担あり 

（全額） 

国制度により 

無償 

保護者負担の全部

又は一部を支援 

 

  ＜拡充後＞ 

   第２子 第３子以降 

第１子が就学前 第１子が小学生以上 第１子が就学前 第１子が小学生以上 

国 
保護者負担あり 

（半額） 

保護者負担あり 

（全額） 
無償 

保護者負担あり 

（半額） 

萩市 無償 無償 
国制度により 

無償 
無償 

 

  事業内容： 

① 保育料無償化に伴う、保護者負担金の減額 

 保育所運営費保護者負担金 【歳入 △941万8千円】 

 民間保育所 △694万7千円 

  公立保育所 △247万1千円 

 

② 保育料無償化に伴う、県補助金の受入れ（補助率１／２） 

 子育て応援第２子以降保育料無償化事業費 【歳入 1,171万3千円】 

  民間保育所 796万4千円 

  公立保育所 374万9千円 

 

③ 認定こども園、事業所内保育所の児童に係る保護者負担金の無償化に伴う、民

間保育所運営費の増額 

 子どものための教育・保育給付費 【歳出 88万9千円】 

 

 

●＜拡充＞子育て応援第２子以降保育料無償化事業（△311 万 5 千円） 
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④ 第２子以降の児童に係る保育料無償化に伴う、第３子以降に係る保護者負担金

の保育料に対する補助の減額 

 多子世帯子育て支援金支給事業費 【歳出 △400万4千円】 

 

⑤ ④に係る県補助金の減額（補助率１／２） 

 多子世帯子育て支援金支給事業費 【歳入 △200万2千円】 

 

⑥ 世帯において保育所等に通う２人目の児童が第３子にあたる場合に、第３子に

係る保育料の減額に伴う県補助金の減額（補助率１／２） 

 多子世帯応援保育料等軽減事業費 【歳入 △77万1千円】 

  民間保育所 △42万3千円 

  公立保育所 △34万8千円 

 

 

［財源内訳］民生費負担金 △941万8千円、民生費県補助金 894万円 

      一般財源 △263万7千円 

 

 

 

 
【予算説明書７ページ 商工業振興費】 

（担当課：商工振興課） 

 

まぁーるバスの老朽化に伴う車両の更新について、車両及び電子機器等の価格高騰に

より、当初予算額に不足が生じる見込みとなったことから、必要な経費を補正します。 

また、年度内の納車が困難であるため、事業費を令和７年度に繰り越します。 

 

 

［財源内訳］市債 120万円、一般財源 87万8千円 

●まぁーるバス整備事業（207 万 8 千円） 


